


ご あ い さ つ

苫小牧市の開発の歴史は、広大な勇払原野に八王子千人同心が開拓のくわを入れたときに始

まります。

その後、明治末期の製紙工場の立地を契機に工業都市として歩みはじめました。

以来、たゆみない努力と、英知の結集による、わが国初の大規模掘り込み人造港の開港がなさ

れ、近年、北海道の港湾取扱貨物の５割近くを扱う港として成長し、北海道経済の発展に大きな

役割を果たしてまいりました。

しかしながら、世界規模の環境問題、経済の低迷、自然災害の発生など、社会経済情勢が激し

く変動する状況において、本市においても、本格的に少子高齢化が進行する時代を迎えておりま

す。

まちの活力を維持し、住みやすい快適なまちづくりを進めていくためには、港湾と空港という

ダブルポートの利点や豊かな自然環境を活用しながら、総合的で計画的なまちづくりの取り組み

が必要です。

これからのまちづくりは、市民の皆さんの理解と参加のもとに望ましい都市像を明らかにし、

都市計画に係る各種の施策を総合的・体系的に展開し、市民・企業・行政がそれぞれを理解し協

働していくことが不可欠です。

苫小牧市都市計画マスタープランは、平成 16年 9月に策定され、その後、社会経済情勢の変

化など、近年の状況を踏まえて、平成 20年 2月に「苫小牧市総合計画（第 5次基本計画）」、平

成 22年 11月に「苫小牧圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の上位計画が策定され、

これらとの整合・反映を行い、本市の基本構想である「人間環境都市」の創造をめざして、その

実現に向けて見直しました。

この都市計画マスタープランを基本として、苫小牧市らしい個性豊かな魅力あるまちづくりを

進めることが責務であると考えています。

平成２３年１２月

苫小牧市長 岩 倉 博 文
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